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1． 結果の概要：前年同期比のマイナス幅が縮小 

6月 15日、ロシア連邦統計局は国内総生産（ＧＤＰ）を公表し、結果は以下の通りとなった。 

【実質ＧＤＰ成長率（未季節調整系列）】 

・2023年 1-3月期の前年同期比伸び率は▲1.8％、予想1（同▲1.9％）を上回り、前期（同▲

2.7％）からマイナス幅が縮小した（図表 1・2） 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

2． 結果の詳細：鉱業伸び率がマイナスに 

ロシアの 23 年 1-3 月期の実質ＧＤＰ伸び率は▲1.7％となり、5 月 17 日に公表されていた予備

推計値（▲1.9％）からやや上方修正された。また、季節調整系列の前期比は 0.7％となり、22 年

10-12月期（前期比 0.5％）から加速し、3四半期連続でのプラス成長となった。 

執筆時点では需要別のデータは未公表であるため、以下では産業別のデータ等を確認していく。 

産業別の伸び率を前年同期比で見ると、第一次産業と第三次産業（金融・不動産）がプラス成長

となったが、第二次産業と第三次産業（その他）はマイナスとなっている（図表 3）。一方、前期比

で見ると、第三次産業（その他）がプラス成長となったが、他の第一次産業、第二次産業、第三次

産業（金融・不動産）はいずれもマイナス成長となった（図表 4）。 

細かい産業の伸び率は、前年同期比では、水道業（▲10.8％）、卸・小売業（▲10.1％）、その他

サービス業（▲30.6％）が大幅に落ち込む一方、飲食・居住サービス（9.1％）、建設業（7.0％）の

 
1 bloomberg 集計の中央値。以下の予想値も同様。 
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プラス幅が大きかった。 

前期比では、芸術・娯楽サービス（▲20.2％）、その他サービス（▲7.4％）、第一次産業（▲3.9％）

の落ち込み幅が大きい一方、卸・小売業（7.5％）、運輸業（4.3％）が成長率を押し上げた。 

なお、西側諸国の制裁で注目される原油生産に関連する鉱業は前年比▲4.9％、前期比▲2.4％と

なっており、いずれもマイナス成長になっている。 

（図表 4） 

 

（図表 5） 

 

1-3 月期の名目成長率は前年同期比▲1.1％（22年 10-12 月期は 5.3％）、ＧＤＰデフレータ伸び

率は前年同期比 0.7％（同 8.2％）といずれも大幅に低下している（図表 5）。物価については、国

内の消費者物価もウクライナ侵攻から 1年以上が過ぎたことを受けて、ベース効果から 3月以降急

減速している（2月 10.99％→3月 3.51％）。 

なお、経済発展省が公表する月次のＧＤＰ成長率

（前年比）を見ると、23年以降は 1月▲2.7％、2月

▲2.6％、3月▲0.7％、4月 3.3％となり、こちらも

ベース効果もあり、4 月は前年比プラスの伸び率に

転じている。 

ロシア経済は、西側諸国による経済制裁結果もあ

って財政面などでは厳しさを増している状況にある

が（図表 6）、実質成長率では比較的底堅い推移が見

られる状況にある。 
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供が目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

▲ 1.8▲ 1.1

▲ 7.7

3.4

▲ 1.3
▲ 4.9

0.3

7.0

3.0
6.2

1.3

▲ 2.3▲ 0.8

▲ 10.8▲ 10.1

2.0

9.1

▲ 5.4

▲ 1.1▲ 0.4

4.0 3.4

▲ 0.2

2.1

▲ 30.6

▲ 6.0

0.7 0.7

▲ 1.0

▲ 3.9

▲ 0.2

▲ 2.4

1.4

1.2

▲ 0.6▲ 1.0▲ 0.4

1.8 ▲ 0.4▲ 1.2

7.5
4.3

1.1 ▲ 1.9 0.4 ▲ 0.6 0.5

1.3

▲ 0.2

▲ 20.2

▲ 7.4

▲ 0.4

▲ 32

▲ 24

▲ 16

▲ 8

0

8

全
体
〔1
0
0
.0
〕

総
付
加
価
値
〔8
9
.3
〕

税
金
〔1
0
.7
〕

全
体
〔4
.1
〕

全
体
〔2
9
.3
〕

鉱
業
〔1
2
.0
〕

製
造
業
〔1
2
.8
〕

建
設
業
〔4
.5
〕

全
体
〔1
3
.9
〕

金
融
〔4
.5
〕

不
動
産
〔9
.4
〕

全
体
〔4
2
.2
〕

電
気
・ガ
ス
〔2
.2
〕

水
道
〔0
.4
〕

小
売
・卸
売
〔1
1
.3
〕

運
搬
〔5
.4
〕

飲
食
・
居
住
〔0
.6
〕

情
報
〔2
.4
〕

技
術
〔4
.1
〕

事
務
サ
ー
ビ
ス
〔1
.9
〕

政
府
サ
ー
ビ
ス
〔6
.4
〕

教
育
〔2
.9
〕

医
療
〔3
.1
〕

芸
術
・
娯
楽
〔0
.8
〕

そ
の
他
〔0
.4
〕

自
家
利
用
〔0
.3
〕

実質GDP 第一次 第二次 第三次

（金融・不動産）

第三次（その他）

前年比 前期比 ロシアの実質ＧＤＰ成長率（23年1-3月期）（％）

（注）〔〕は2020年の実質ＧＤＰ全体に対するウェイト、産業分類伸び率およびウェイトは筆者による試算
（資料）ロシア連邦統計局のデータをＣＥＩＣより取得

▲ 10

▲ 8

▲ 6

▲ 4

▲ 2

0

2

4

10

15

20

25

30

35

40

14/1 15/1 16/1 17/1 18/1 19/1 20/1 21/1 22/1 23/1

ロシアの財政収支（兆ルーブル）

（月次）

（注）後方12か月移動合計

（資料）ＣＥＩＣ

歳出

財政収支（右軸）

（収支、兆ルーブル）

歳入


